
会議録要旨

(1) 会議の名称 第１回越前市環境審議会委員会 

(2) 開催日時 令和５年１月２３日（月曜日）午後１時半～午後３時半 

(3) 開催場所 越前市役所１階 ｅホール 

(4) 出席委員氏名 

奥村委員 西出委員 河野委員 右原委員 土田委員 

土本委員 川﨑委員 酒井委員 横山委員 川端委員 

磯野委員 岡部委員 田淵委員 大竹委員 操上委員 

吉田委員 

(5) 欠席委員氏名 坂上委員、柳川委員、岡田委員 

(6) 出席所管課職員職氏名 

産業環境部長 奥山 

環境政策課 課長 田中、副課長 山田、主幹 澤田、 

主事 朴 

農政課 課長 高木 

(7) 会議議題 

（１）会長、副会長の選出について 

（１）脱炭素先行地域提案について 

（２）令和４年版環境白書について 

（３）環境基本計画具体的目標の進捗状況について 

(8) 傍聴者の数 ０人 

(9) 会議資料の名称 

（１）資料なし 

（２）【資料１】脱炭素先行地域について 

【資料２】脱炭素先行地域提案概要 

（３）【令和４年版環境白書】（第２章～第７章） 

   【資料３】令和４年版環境白書 自然環境 

（４）【令和４年版環境白書】（第１章） 

(10) 会議の内容の要旨 

（１）会長、副会長の選出方法について諮ったところ、事務

局に一任された。事務局から会長に奥村委員、副会長

に西出委員とする案を提案したところ、これが承認さ

れた 

（２）脱炭素先行地域の制度概要と市が検討している提案内

容について、事務局より説明 



≪意見等≫ 

・提案内容で、越前和紙やコウノトリに着目したことは、越

前市だからこそと感じたが、脱炭素や環境保全に対し、（審査

員に対し、）どこまで納得してもらえるプレゼンができるかど

うかが課題と考える。 

・森林による吸収も活用した提案としてはどうか。 

・新幹線駅周辺のＲＥ１００については、どのように考えて

いるか。 

⇒脱炭素には、様々な取組みが大事であるが、この脱炭素先

行地域提案は、その中の一つであり、全ての取組みを網羅す

るものではないことをご理解いただきたい。 

・今回の提案内容でゼロカーボンが達成できるかと言えば、

現状では難しいと思う。ただ、そう言っていては何も進まな

いので、まずは官公庁が率先し、民間に事例として提示する

ことが良いのではと思う。 

・吉野瀬川ダムでの水力発電を提案に含めてはどうか。 

⇒本件については、県事業であり、現段階で実施事業者や規

模が決定していないため、計画の中で具体的に盛り込むのは

難しい。 

（３）令和４年版環境白書について、第２章～第８章を事務

局より報告・説明 

≪意見等≫ 

・越前市の一人当たりのごみ排出量は、未だ県内最少だが、

近年増加している理由として、新しい焼却炉ができ、何でも

燃やして良いとの印象がもたれたことが影響しているのでは

ないか。 

⇒今年度、ごみの組成調査を行い、可燃ごみの中に何が混入

しているかを調査し、その結果に応じた啓発をしていきたい

と考えている。 

・市民に根付いた分別収集の習慣が失われないように啓発を

お願いしたい。 

・農機具を脱炭素のものに切り替えていくことは可能か。 

⇒近い将来、電気で動作する農機具が出てくる可能性がある

が、一般的なものより高額になると思われるため、そこが課

題である。 



（４）環境基本計画具体的目標の進捗状況について、事務局

より説明

≪意見等≫

・ごみ減量化推進員の人数は増えているが、活動の効果が見

えないので、認定後のサポートをお願いしたい。

・藤倉山の風力発電の進捗状況が分かれば教えてほしい。

⇒現在も、環境調査を実施しているものと思われる。事業が

決定しているわけではなく、本市に対し意見が求められた際

は、審議会でもご審議いただきたい。 

・令和３年度は前環境基本計画（５年間）の満了の年である

が、この５年間を総括して成果や課題等は。

⇒前計画は、コウノトリの取組みなど越前市らしい計画であ

り、環境調和型農業をはじめ、ごみ分別についても越前市民

の意識の高さが際立っていたと考える。今後は、脱炭素の取

組みが新たに加わり、いかに、市民・事業者・行政が一体化

して脱炭素に取り組んでいくかが大事であり、課題でもある。

・環境教育の小中学校での提供総時間数は、目標値を達成し

ていることになっているが、全小中学校で開催できたのかが

分からない。個人個人の顔が見える教育ができたかが分かる

目標値があると良いと思う。

⇒改定後の環境基本計画にも同様の目標値を設定している。

ご意見を参考に、次の環境白書から表現の仕方を工夫したい。

(11) その他 特記事項なし 


